
通報番号 (FO)-(25)-(4)

通報日時 2025年8月14日

(1) 発 生 日 (6) 漁業被害 なし

(2) 発生海域

(3) 発生状況 (7) その他

（発信元）

　福岡県水産海洋技術センター有明海研究所

(4) 水  色 27、33

(5) 構成種及び最大細胞数

Akashiwo sanguinea 275 cells/ml

Ceratium furca 171 cells/ml

Ceratium fusus 350 cells/ml

Chattonella  spp. 160 cells/ml

(8) 発生範囲 8月13日現在

赤潮発生状況速報

2025年8月13日

有明海福岡県海域

8月13日に渦鞭毛藻類のAkashiwo
sanguinea 、Ceratium furca 、Ceratium
fusus 、ラフィド藻類のChattonella  spp. に
よる着色域を確認した。

　渦鞭毛藻類のAkashiwo sanguinea は、魚類や貝類に直
接被害を与える有害なプランクトンではありません。
　渦鞭毛藻類のCeratium furca 、Ceratium fusus は福岡県
内では魚類のへい死事例はありませんが、他県では
Ceratium furca が魚の鰓に刺さって魚の呼吸困難を引き
起こした事例がありますので、港内等で魚介類の畜養等
をされている方は、赤潮の動向や魚介類の状態に注意し
てください。
　ラフィド藻類のシャットネラ(Chattonella  spp.)は有害プラ
ンクトンであり、海水が着色しない細胞数でも、魚介類を斃
死させるおそれがあります。漁船の活間にシャットネラが
混じった海水が入ると、活かしている魚介類がへい死する
ことがありますので、注意して下さい。
　また、魚介類のへい死等が見られたら、有明海研究所ま
でご連絡ください。
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